
学力向上フロンティアスクール取り組み事例 
                                    （福 島 県） 
 
□✓  ①発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材の開発 

□✓  ②個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善 

□✓  ③児童生徒の学力の評価を生かした指導の改善 

 

Ⅰ．学校名及び規模 

会津若松立行仁小学校   
 1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年 特殊学級   計 教員数 
学級数   ３   ２   ２   ２   ２   ２   ２  １５ 
児童数  ６３ ６８  ７８  ６２  ７７  ７１  １０ ４２９ 

  
 ２０ 

 
Ⅱ．実践研究の概要 

 
 
Ⅲ．実践研究の内容について 
（ⅰ）実践研究の内容 

① 発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導のための教材の開発 

ア． 開発した教材の概要 

第 2 学年かけ算九九（２～５の段）を確実に唱えたり、かけ算の意味理解を深めたりす

る単元末の段階の習熟度別学習の教材を開発した。3 コースに分け、努力を要する児童に

はスモールステップでできる問題→九九ビンゴの流れで全員が確実に乗法計算ができるよ

うにした。おおむね達成している児童に対しては、既習事項のチェック問題をした後、チ

ャレンジ問題としてブラックボックス（乗法の立式の説明）と九九ビンゴに取り組ませ、

学習を深めさせた。十分達成の児童には、発展的課題として４１点の点字ブロックを教材

として与え、ドットの個数を乗法を用いて数える活動を通し、乗法を用いるよさ、かけ算

のかたち、その美しさ、数の不思議などに気づかせていった。 
  イ．本時における発展的な学習 
   ○ 本時の目標 

・ 乗法の意味について理解し、被乗数が５，２，３，４の乗法計算を用いて、問題を

解決することができる。（表現・処理） 
・ 乗法九九のよさに気づき、ものの個数をとらえる時に進んで乗法を用いようとする。

・ 主題（テーマ） 
 確かな力を身に付け、学び続ける子どもの育成 

―T・T の指導体制を基盤とする個に応じた指導を通して― 
・ テーマ設定の趣旨 

学力検査（CRT）から見ると、約６割の子どもが十分達成している結果だが、関心・意欲・

態度が他の観点に比べやや低くなっている。また、どの子もすべて基礎・基本を身に付けてい

るとは言えない。子ども一人一人の学習状況をしっかりと見取り、個に応じた指導をさらに充

実させ、学ぶ喜びを味わい、生涯にわたり自ら学び続ける子どもを育てる必要がある。 



（関心・意欲・態度） 
○展開過程  

段

階 
  学習活動・内容 時間 指導上の主な支援 ○学力向上に関わる手立て 

● 評価 
１． 本時の課題を確認

する。 
 
 
 
 

・ 乗法の意味 
 

２． 解決の見通しを立

てる。 
・ 乗法が用いら

れること 
・ ドットの数 

３． 各自の方法で課題

解決をする。 
・ ドットの数の

求め方 
  ・ 乗法の意味 

 ５ 
 
 
 
 
 ５ 
 
 
 
２０ 

○ これまでの学習を振り返り

ながら、本時の学習への意

欲を高めていくようにす

る。 
○ ２人組みでカードを用いて

乗法の意味についての理解

を確かめさせていく。 
 
○ 全部の数の予想や個々の直

感的な発想のよさを取りあ

げていくようにする。 
 
 
○ なかなか○のいくつ分と見

ることができない子を中心

に支援し、１つ分を決めて乗

法を使うことができるよう

支援していく。 
○ 早くできた子には、シールを

はらせるなどして発表の準

備をさせていく。 

 
○ 「○のいくつ分」という乗法

の場をしっかり理解している

かどうか確認していく。 
 
 
 
 
○ 実物の点字ブロックを見せ、

かけ算を使うことができるこ

とをおさえ、解決への意欲を

高めていくようにする。 
 
○ 子どもたちのつぶやきなどか

ら数についての感覚や発想の

よさを称賛していくようにす

る。 
 
● 乗法計算を用いて点字ブロッ

クのドットの数を求めること

ができたか。（プリント・観察） 
      

課

題

把

握 
 
 
 
計

画 
 
 
 
 
課

題

解

決 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま

と

め 

４．各自の解決の方法に

ついて発表し、話し

合う。 
・ドットの数の求め方 
・ かけ算のかたち 
 
 
５．本時の学習を振り返

り、単元の学習のま

とめをする。 
・次単元の予告 

１０ 
 
 
 
 ５ 

○ 個の考えを生かしていくよ

うな発表をさせていく。 
 
○ 奇数の数の和が正方形にな

ることを磁石を用いて知ら

せ、その不思議さに関心を持

たせていく。 
○ 振り返りカードの記入の様

子を見取り、声をかけるなど

個々のがんばりを称賛して

いく。 

○ ものの個数をとらえる時に乗

法を用いるよさ、かけ算のか

たち、その美しさ、数の不思

議などについて個に応じて気

づくことができるよう配慮し

ていく。 
 
● 話し合いにより、乗法九九を

用いてものの個数をとらえる

よさに気づいたか。 
  （発表・ふりかえりカード） 

 
② 個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善 

○ 小学校における教科担任制の取組状況 

第 6学年の算数・理科・社会を教科担任制とした。算数は、2名の T・T担当がそれぞれに 

１クラスを担当し、T・Tの授業も行うことができるようにした。また、理科・社会は、２名 

の担任の交換授業とし、課題別などの必要に応じて１クラス最大３Tで授業を行うことがで 

きる体制をとり支援してきた。今年度の反省をもとに、来年度は、５・６年で実施できる体

制を計画中である。 

 

③ 児童生徒の学力の評価を生かした指導の改善  
   全学年の算数科と６年の理科・社会の単位時間の評価規準や評価基準（達成基準）を作成

し、それに到達できるような指導を行っていこうとした。具体的には、一単位時間で１～２

観点評価することとし、４観点から重点化した評価規準、評価基準（達成基準）を設定し、

単元の中で、バランスよく評価していくこととした。また、算数科の関心・意欲・態度や数

学的な考え方などの評価については、質的な見取りのほかに、行動リストを作成し、どの程

度できたか量的な見取りをしていくよう工夫した。今年度中に、全学年・全教科の評価規準、

２～５のだんのかけ

算めいじんになろう。



評価基準（達成基準）を作成予定である。 
評価規準・評価基準例 
月 時 目 標 学 習 活 動 おもな評価規準 

（1）倍数と公倍数   

〔プロローグ〕 

・p. 2の図を示し，整数の並び方について気がついたことを話し合い，整数についての興味・関心がもてるようにする。 

１ 

・ 

２ ○「倍数」の意味とそ

の見つけ方を理解

する。 

○「公倍数」の意味を

理解する。 

・カスタネットとトライアングル

が同時に なるのは何回目の時

か考える。 

・用語「倍数」の意味を知る。 

・用語「公倍数」の意味を知る。

・数直線上で公倍数を見つける。

□考Ａ整数を倍数、公倍数の観点から分類し、その性質を説明

している。 

Ｂ数直線から，倍数は規則的な間隔で限りなく存在するこ

とをとらえている。 

□表Ａ倍数、公倍数の性質をもとに、倍数、公倍数を求めるこ

とができる。 

Ｂ倍数を求めることができる。 

□知Ａ倍数、公倍数の意味がわかり、倍数、公倍数は無限にあ

るなど豊かな感覚を身に付けている。 

Ｂ倍数，公倍数の意味を理解している。 

4

月 

 

⑩ 

 

 

３ ○公倍数の見つけ方

を理解する。 

○「最小公倍数」の意

味を理解する。 

・4と6の公倍数の見つけ方を考え

る。 

・用語「最小公倍数」の意味を知

り，最小公倍数を求める。 

□関Ａ効率よく公倍数を求める方法を考えようとしている。 

Ｂ公倍数を求める方法について考えようとする。 

□知Ａ最小公倍数の意味がわかり、公倍数は最小公倍数の倍数

であるなど、豊かな感覚を身に付けている。 

Ｂ最小公倍数の意味を理解している。 

行動リストを活用した見取りの工夫・・・これまで主観的だった評価を行動の形に表し客観的な、

量的な見取りをしようと工夫した。 
個人チェックリスト 5 年 （平行四辺形と三角形の面積）名前（          ） 
時間 観点・方法 評価基準   行動リスト（関・考のみ 2～３でＡ） 評価 
 １ 関（観察・カード） ・ これからの学習内容を理解し、今後の学習の見通しをもっている。 

・ 自分の学習の取り組みのタイプがわかる。 
・ レディネステストなどから自分に合ったコースを選ぶ。 

 

 ２ 関・考（観察・ノー

ト） 
・ 既習の公式などを活用して面積を求める。 
・ 2 通り以上の方法で面積を求める。 
・ 多様な考えのよさがわかる。 

 

考（観察・ノート） 
 

・ 多様な考え方の共通点を見つける。 
・ 公式につながる考え方を見つけ、公式を作り出す。 
・ 底辺と高さを確実にとらえる。 

  ３ 

知（小テスト） ・ 80 パーセント以上正答でＡ  

（ⅱ）成果と課題 
○ 成 果 
・ 学力検査（CRT）の結果、算数は全校で A 段階が 64%から 72%に、B 段階が 28%か

ら 22%に、C 段階が８%から６%に変容し、学力の向上が見られる。 
・ 学力検査の「算数への関心・意欲・態度」の観点が、どの学年も大きく増加し、80%

を超える高い得点率を示している。特に算数を教科担任制とした 6 年生は、56%から

83%に増加している。「算数学習のアンケート」からも、算数の学習を「好き」「まあ

まあ好き」と答えた子どもが 60%から 65%に、「嫌い」「あまり好きではない」と答え

た子どもが 16%から 13%に変容し、意欲の高まりが見られた。 
○ 課 題 
・ 学力検査の結果、「数学的な考え方」の観点が、どの学年も他の観点に比べて低くなっ

ている結果であった。さらに、「数学的な考え方」に重点をおき、評価を生かした指導

や個に応じた指導を充実していく必要がある。 
・ 教科担任制を 5・6 年で実施できる体制作りをすすめていく必要がある。 

（ⅲ）成果の普及方策 
・  平成 14 年 10 月 18 日（金） 自主研究公開発表会  
・  平成 1５年 10 月 17 日（金） 自主研究公開発表会予定 



 


